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環 境 方 針

1.基本理念

名古屋工業大学は，｢ものづくり｣，｢ひとづくり｣，｢未来づくり｣を教育研究理念とし

て宣言しています。「ものづくり」とは，構成員の自由な発想に基づく実践的かつ創造

的な研究活動を尊ぶとともに地球規模での研究連携を推進し，既存の工学の枠組みにと

らわれることなく，工学が本来有する無限の可能性を信じ，新たな価値の創造に挑戦す

ることです。｢ひとづくり｣とは，自ら発見し，創造し，挑戦し，行動することで，工学

を礎に新たな学術・技術を創成し世界を変革することのできる個性豊かで国際性に富ん

だ先導的な人材の育成に専心することです。｢未来づくり｣とは，国民から負託を受けた

開かれた大学として地域および国際社会との調和と連携を重視し，ものづくりとひとづ

くりを通して平和で幸福な未来社会の実現に向けて邁進することです。

名古屋工業大学の環境配慮に対する基本理念は，この教育研究理念を基にして，環境

配慮を率先する教育研究を責務と認識し，すべての環境保全活動を通じて社会に貢献す

ることを掲げています。

2.基本方針

（1） 持続的に発展可能な循環型社会の形成に寄与する教育研究を推進する。

（2） 環境教育と研究の持続的な充実を図る。

（3） 地球環境問題の解決に貢献できる工学を基軸とした人材を育成する。

（4） 地域社会との連携による教育研究活動に積極的に参画する。

（5） 環境関連法規，条例，協定ならびに自主基準の要求事項を順守する。

（6） 省資源，省エネルギー，グリーン購入，廃棄物減量などを図る。

（7） この基本方針を達成するために，環境目的及び目標を設定し，教職員，学生なら

びに名古屋工業大学に関わる事業者と協力して達成を図る。

（8） 環境対策委員会を設置し，環境マネジメントシステムを確立するとともに，この

システムを定期的に見直し，継続的な改善を図る。

参照ガイドライン等

・「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に関

する法律」に基づく「環境報告書の記載事項」

・環境省「環境報告ガイドライン（2012 年版)」
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大 学 概 要

職員・学生数（2024 年 5 月 1 日現在）

■役員数

学 長 理 事 監 事 合 計

1 3 2 6

■教員数 （特任教員含む）

教 授 准教授 助 教 合 計

143 136 62 341

■職員数 （本務者）

事務職員 技術系職員 医療職員 合 計

137 42 2 181

注 ： 職員数（本務者）とは，特定有期雇用職員・再雇用職員・参事を除く，常勤職員を示す。

■学部学生数

区  分 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 合 計

工学部 973(15) 958(10) 954(11) 1,112(36) 3,997(72)

（ ）は外国人留学生で内数

区  分 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 5 年次 合 計

工学部 (第二部) 20 26 46

■大学院学生数

区  分 1 年次 2 年次 合 計

博士前期課程 731 (19) 761 (32) 1,492 (51)

（ ）は外国人留学生で内数

区  分 1 年次 2 年次 3 年次 合 計

博士後期課程 56 (21) 35 (8) 102 (25) 193 (54)

（ ）は外国人留学生で内数

■主な土地・建物(㎡)

区  分 建 物 土 地

御器所団地 140,878 138,664

千種団地 3,414 41,775

多治見団地 2,754 20,943
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運 営 組 織 等

運営組織（2024 年 4 月 1 日現在）

監　事

ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰｼｮﾅﾙ･ﾘｻｰﾁ室

ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ室

ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨｾﾝﾀｰ

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ

監　査　室

卒業生連携室

基　金　室

教員組織

　　　

　　　

事　務　局

監　査　室

安全管理室

国際企画室

卒業生連携室

技　術　部

ステークホルダー会議 学長選考・監察会議
学外委員　　　　学内委員

学　長

経営協議会 教育研究評議会

理　事
教育企画・情報担当

理　事
研究企画・評価担当

理　事
総務・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ担当

総合戦略本部

入試課

基礎類

生命・応用化学類

物理工学類

学務課

学生生活課

国際交流課

施設企画課

安全管理室

技術課

情報推進室

副理事
労務・財務担当

役 員 会

経理課

学術情報課

総務課

企画広報課

人事課

財務課

研究支援課

電気・機械工学類

情報工学類

社会工学類

学 長
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教育研究組織（2024 年 4 月 1 日現在）

生命・応用化学科

物理工学科

電気・機械工学科

情報工学科

社会工学科

創造工学教育課程

基幹工学教育課程

　　博士前期課程・博士後期課程

工学専攻

　　（博士後期課程のみ）

学 長 共同ナノメディシン科学専攻

コミュニティ創成教育研究センター

オプトバイオテクノロジー研究センター

先進セラミックス研究センター

窒化物半導体マルチビジネス創生センター

極微デバイス次世代材料研究センター

先端医用物理・情報工学研究センター

NITech AI 研究センター

高度防災工学研究センター

未来通信研究センター

ダイバーシティ推進センター

若手研究イノベータ養成センター

産学官金連携機構

工　学　部

大学院工学研究科

ものづくりテクノセンター

新領域学術院

図　書　館

全学共通支援組織 保健センター

情報基盤センター

名古屋工業大学・ウーロンゴン大学
国際連携情報学専攻

名古屋工業大学･ｴｱﾗﾝｹﾞﾝﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ大学
国際連携ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽﾃﾑ専攻

研究人財高度化組織

留学生センター

博士グローバルアカデミー

学術推進組織

教育推進組織 工学教育総合センター

創造工学教育推進センター
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環境マネジメント体制（2024 年 4 月 1 日現在）

名古屋工業大学では，環境最高責任者のもと，以下の組織で環境に配慮した活動を行

っています。

協力依頼

環境最高責任者（学長）

重要な環境問題に関する議決機関（役員会）

重要な環境問題に関して審議を行う。役員会

環境対策委員会

職務の概要

環境管理・環境配慮の取り組みのための最高責任者であり，環境方針の表明などを行う。

エネルギー管理
企画推進者

環境に関する事故等の
リスクに関すること

施設マネジメント

委員会
リスクマネジメント

センター 安全管理委員会 安全衛生委員会

化学物質管理、実験廃液
等に関すること

環境配慮・エネルギー等
に関すること

エネルギー管理統括者
（担当理事）

学生

環境目標の設定（省エネ・CO２削減など）・環境報告書の作成など，環境対策に関する事項を企画

立案する。

防災防犯・放射線障害・高圧ガス・薬品・危険物などの安全管理に関わる事項を調査審議する。

職員の労働安全衛生管理・学生の健康管理および安全管理に関する事項を調査審議する。

環境管理・環境配慮の取り組みのための責任者。

環境配慮の取り組みを実施，運用する。

環境配慮の取り組みを実施する。

環境管理責任者

教職員

安全衛生委員会

リスクマネジメントセンター

施設マネジメント委員会

環境対策委員会

安全管理委員会

リスクに対する事前防止対策の立案及び事象発生時の対応を行う。

施設の環境保全，施設整備に関する事項を企画立案する。

環境最高責任者を補佐し，環境管理・環境配慮の取り組みを統括する。

エネルギー管理統括者を実務的・技術的観点から補佐する。

環境管理責任者
（事業責任者）

役職等

環境最高責任者

エネルギー管理統括者

エネルギー管理企画推進者

関連事業者

環境管理責任者
(類長・クラス担当委員)

研究室非所属学生教員
研究室所属学生

環境管理責任者
（館長）

職員


